
 

 

富山県 

平成 26 年４月 富山県厚生部生活衛生課 

住所：富山県富山市新総曲輪１番７号 

電話：076-444-3230 

富山県動物愛護管理推進計画とは… 

計画の主旨 

計画の期間 

富山県動物愛護管理推進計画（概要） 

動物と共生するために… 

「うちの子は大丈夫！」が一番危ない！ 

 迷子になんてならないと思っていませんか？「い

つも一緒だから、大丈夫。」そんなことはありませ

ん。飼い主さんが職場で被災する、運転の休憩中

に逃げてしまうなど、予想していなかったところで、

ペットとはぐれてしまうことがあります。 

 飼い主さんは、迷子札の装着、マイクロチップの

装着・登録をしましょう！！ 

動物愛護の拠点「動物管理センター」 

 常願寺川公園そばにある富山県動物管理センタ

ーは、飼い主さんの相談に個別に対応した愛犬し

つけ方教室・相談、収容された成犬をトレーニング

してから新しい家庭に送り出すわんわんパートナ

ーなどの富山県の動物愛護事業の拠点となってい

ます。 

 詳しくは、とやま動物愛護ホームページをご覧く

ださい！ 

「いつか」ではなく、「今こそ」！ 

 災害がいつ起こるか、それは誰にもわかりませ

ん。10年起こらない可能性もあれば、明日起こる

可能性もあります。ですから、今できることから、備

えをしましょう。 

 飼い主さんは、災害時のペットのための備蓄、し

つけなどの対策を始めましょう。 

 

 平成 20年４月、環境大臣が定めた「基本指針」

に即して、10年計画の「富山県動物愛護管理推

進計画」を策定しました。 

 「人と動物の共生する社会」の実現に向け、行政

と関係団体、地域社会が連携・協働して動物愛護

管理の推進を図ることを目的にしています。 

 平成 24年９月の法改正に併せて基本指針の改

正が行われたことから、平成 25年度に推進計画

の見直しを行いました。 

 平成 26年度から平成 35年度までの 10年間。 

（策定の５年目（平成 31年度）を目途に見直しを

行う。） 

□５日分のエサ 

□常備薬 

□ペットの写真（はぐれたと

きのため） 

□ハードなキャリーケース 

□リード 

□糞取り袋、ペットシーツ 

など 

・飼い主さんの名前 

・連絡先       

を書きましょう！ 

「
人
と
動
物
の
共
生
す
る
社
会
」
の 

実
現
を
目
指
し
て･･･ 



富山県動物愛護管理推進計画（概要版） 

H３５（目標）
犬：６５頭 
猫：４０８匹 

犬・猫の 
致死処分頭数 

H18実績 
犬：２６３頭 
猫：１６３５匹 

７５％減 

動物取扱業者 

飼い主への適切な助言 
最も身近な専門家として、法令順守の上、
飼い主に対しアドバイスを行い、適正飼
養の普及啓発に努めます。 

行政指導 
監視・指導の実施 

動物取扱責任者
研修の実施 

県民の 
みなさん 

市町村広報、パンフレット、
ポスターの活用 

地域住民に漏れなく配布されて
いる市町村広報や、動物病院、
人の多く集まる場所・行事等で
のパンフレットの配布、ポス
ターの掲示を行います。 

動物ふれあい教室 
（小学校） 

実際に動物に触れること
で、動物愛護精神を育み、
命の尊さや知識の普及を
図ります。 

 子ども 

飼い主さん 

行
政 

関係機関の連携 
動物管理センター、厚生セ
ンター、警察署の連携によ
り、返還をすすめます。 

動物情報の提供・発信 
 「とやま動物愛護ホーム
ページ」に迷い犬・ねこ情報
を掲載します。 

飼い主への直接指導 
多頭飼育等、不適正な使用
を行っているものに対して、
指導を行います。 

子犬・子ねこの譲渡会 
引き取った子猫の譲渡など、
譲渡事業の拡充を図ります。 

わんわんパートナー 
成犬譲渡事業の拡充・広報
をします。 

譲渡事業 

犬の登録・狂犬病予防注射
の徹底 

狂犬病予防法に基づく手続きの
必要性を啓発します。 

所有者明示措置の普及 
鑑札、迷子札、マイクロチップ
等の装着の必要性を啓発しま
す。 

不妊・去勢手術の推進 
望まない命の誕生を減らすよう、
犬猫に対する不妊去勢手術を
推進します。 

しつけ方教室・相談 
動物管理センター、厚生セン
ターにおいて、相談に応じます。 

動物愛護
推進員 

災害時への 
備え 

体制整備 
・関係機関との連携 
・ボランティア制度の構築 
・災害時対応マニュアルの作成 

災害時に適切に行動できる 
飼い主の育成 

・平時からのしつけ・備え等の啓発 
・ペット同行避難訓練の実施 

重
点 

目
標
達
成
へ
の
取
組
み 

＜目標＞ 
人と動物の 
共生する社会 

の実現 

（将来） 
処分頭数ゼロ 

情報の共有 
定期的な意見交換会の実
施や推進員通信による情
報共有により、連携を図り
ます。 

活躍の場の拡大 
地域での自主的活動の支援
を行います。 

譲渡を受けた動物のケアや、
行事への参加など活躍の場
の拡大を図ります。 

重
点 

重
点 


